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はじめに

　組合員のみなさまには、平素より当組合の運営につきまして、格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上

げます。

　さて、令和元年度上半期（平成31年₄月〜令和元年₉月）における当組合の経営情報を取りまとめま

した。お取引の参考にしていただければ幸いでございます。

　今後もみなさま方のお役に立つ組合として役職員一丸となって努力する所存でございますので、一層

のお引立を賜りますようお願い申し上げます。

当上半期（平成31年４月〜令和元年９月）の概況

◦預金積金
　　令和元年₉月末残高は62,599百万円で、

　　年間増加額は107百万円となりました。（年間増加率0.17％）

◦貸出金
　　令和元年₉月末残高は19,588百万円で、

　　年間増加額は465百万円となりました。（年間増加率2.43％）

◦有価証券
　　令和元年₉月末残高は42,192百万円で、

　　年間増加額は1,416百万円となりました。（年間増加率3.47％）

◦経常利益
　　当上半期計上額は121百万円となりました。（30年₉月中間期実績　116百万円）

◦業務純益
　　当上半期計上額は137百万円となりました。（30年₉月中間期実績　124百万円）

◦自己資本比率
　　当上半期末現在では21.90％となり国内基準（₄％）を大幅に上回る高い健全性を維持しております。
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中間決算の状況

貸借対照表	 損益計算書

	 主な収益指標

　

有価証券の時価情報

（単位：千円） （単位：千円）

（単位：千円％）

記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

（※）投資信託解約損益を除く

貸借対照表計上額
（償却後、時価評価前） 時　価 差　額 うち益 うち損

国 債 296 314 17 17 −
地方債 1,801 1,816 14 14 −
社 債 305 308 2 2 −
その他 − − − − −
合　計 2,404 2,439 34 34 −

取得価額
（償却後、時価評価前）

貸借対照表計上額
（時価） 評価差額 うち益 うち損

株 式 0 0 0 0 −
債 券 38,041 39,787 1,745 1,780 34
国 債 5,843 6,291 447 447 −
地方債 4,541 4,668 127 124 −
社 債 23,897 25,049 1,151 1,154 2
その他 3,759 3,778 19 51 32
合　計 38,042 39,788 1,745 1,780 34

満期保有目的の債券で時価のあるもの� （単位：百万円） その他保有有価証券で時価のあるもの� （単位：百万円）

　なお、その他保有有価証券の評価差額1,745百万円から繰延税
金負債476百万円（繰延税金資産相殺前）を差し引いた額1,269百万
円が、「その他有価証券評価差額金」に含まれております。

資　　　産 令和元年度
現 金 15,338 
預 け 金 16,941,788 
有 価 証 券 42,192,706 
国 債 6,588,101 
地 方 債 6,470,488 
社 債 25,355,169 
株 式 200 
その他の証券 3,778,748 
投 資 信 託 291,500 
外 国 証 券 3,487,248 

貸 出 金 19,588,569 
手 形 貸 付 195,620 
証 書 貸 付 19,392,949 
そ の 他 資 産 131,678 
全信組連出資金 38,000 
未 収 収 益 82,776 
仮 払 金 843 
その他の資産 10,057 

有形固定資産 23,484 
建 物 6,206 
その他有形固定資産 17,277 
無形固定資産 9,444 
ソフトウエア 627 
その他の無形固定資産 8,817 

繰 延 税 金 資 産
債務保証見返 269,168 
貸 倒 引 当 金 △ 62,524
（うち個別貸倒引当金）

合　　　計 79,109,654

科　　　目 令和元年度
経 常 収 益 286,063
資金運用収益 282,426
貸出金利息 76,340
預け金利息 9,308
有価証券利息配当金 195,255
その他の受入利息 1,523

役務取引等収益 3,236
受入為替手数料 407
その他の受入手数料 2,828

その他の業務収益 49
国債等債券償還益 18
その他の業務収益 30

その他の経常収益 351
貸倒引当金戻入益 351

（内個別貸倒引当金戻入益）
経 常 費 用 164,716
資金調達費用 23,057
預 金 利 息 21,976
給付補填備金繰入額 1,043
その他の支払利息 37

役務取引等費用 5,250
支払為替手数料 844
その他の支払手数料 4,406

その他の業務費用 906
国債等債券売却損
国債等債券償還損 906

業務粗利益 256,848
業務粗利益率 0.66
業務純益 137,919

実質業務純益 137,919
コア業務純益 138,807
コア業務純益（※） 138,807

負債及び純資産 令和元年度
預 金 積 金 62,599,519
普 通 預 金 20,477,685
定 期 預 金 41,071,568
定 期 積 金 1,016,860
その他の預金 33,405

当 座 借 越 6,600,000
そ の 他 負 債 93,061
未 払 費 用 28,362
給付補填備金 3,318
未払法人税等 29,376
前 受 収 益 12,567
職員預り金 15,670
その他の負債 3,767

賞 与 引 当 金 5,650
役員賞与引当金 1,875
退職給付引当金 20,847
役員退職慰労引当金 13,200
繰延税金負債 457,289
債 務 保 証 269,168
負 債 計 70,060,609
純 資 産 9,049,044
出 資 金 27,850
普通出資金 27,850

利益剰余金 7,751,899
利益準備金 31,680
その他利益剰余金 7,720,219
特別積立金 7,548,050
（うち目的積立金）
当期未処分剰余金 172,169
（当期純利益） 87,802

組合員勘定計 7,779,749
その他有価証券評価差額 1,269,294

評価・換算差額等合計 1,269,294
合　　　計 79,109,654

科　　　目 令和元年度
経 費 135,501
人 件 費 86,619
物 件 費 48,681
税 金 200

経 常 利 益 121,347
税引前当期利益 121,347
法人税、住民税及び事業税 21,643
法人税等調整額 11,900
法人税等合計 33,544
当期純利益金 87,802
繰越金（当期首残高） 84,367
当期未処分剰余金 172,169
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財務内容のご説明

　令和元年度上半期（平成31年₄月〜令和元年₉月）における経営情報をお知らせいたします。

◆金融再生法上の開示債権

◆自己資本比率（新BIS基準）

（単位：千円、％）

（単位：％）

（注）金融再生法における開示債権は、貸借対照表の貸出金及びその他資産中の未収利息及び仮払金並びに債務保証見返につい�
　　て、債務者の財政状態及び経営成績等を基礎として次のように区分します。
　　　₁．「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」とは、破産、会社更生、再生手続等の事由により経営破綻に陥っている債務

者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。
　　　₂．「危険債権」とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権

の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権です。
　　　₃．「要管理債権」とは、「₃カ月以上延滞債権」及び「貸出条件緩和債権」に該当する債権です。
　　　₄．「正常債権」とは、債務者の財政状態及び経営成績に問題がない債権で、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危

険債権」、「要管理債権」以外の債権です。
　　　₅．「担保・保証等 B」は、自己査定に基づいて計算した担保の処分可能見込額及び保証による回収が可能と認められる額

の合計額です。
　　　₆．「貸倒引当金 C」は、「正常債権」に対する一般貸倒引当金を控除した貸倒引当金です。

（注）令和元年₉月末、当組合は「その他有価証券の評価差損」はありません。

区　　　分
債 権 額
A

担保・保
証等　B

貸 倒 引
当金　C

保 全 額
D＝B＋C

保 全 率
D／A

貸倒引当
金引当率
C／（Ａ−Ｂ）

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

平成31年₃月末
令和元年₉月末

−
−

−
−

−
−

−
−

−
−

−
−

危険債権
平成31年₃月末
令和元年₉月末

−
−

−
−

−
−

−
−

−
−

−
−

要管理債権
平成31年₃月末
令和元年₉月末

−
−

−
−

−
−

−
−

−
−

−
−

不良債権計
平成31年₃月末
令和元年₉月末

−
−

−
−

−
−

−
−

−
−

−
−

正常債権
平成31年₃月末
令和元年₉月末

19,631,964
19,857,737

合　　計
平成31年₃月末
令和元年₉月末

19,631,964
19,857,737

令和元年₉月末 〈参考〉平成31年₃月末

自 己 資 本 比 率 21.90 22.78
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◆銀行勘定における金利リスクに関して内部管理上使用した金利ショックに対する経済的価値の増減額

◆預金積金・貸出金の状況

◆貸出金業種別残高・構成比

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：千円、％）

区　　　　　分 令和元年₉月末 〈参考〉平成31年₃月末

預 金 積 金 残 高 62,599 62,235

貸 出 金 残 高 19,588 19,403

業　　種　　別
令和元年₉月末 〈参考〉平成31年₃月末

金　　　額 構 成 比 金　　　額 構 成 比

医 療 ・ 福 祉 18,094,645  92.3 17,815,298  91.8

個 人  1,493,924 　7.6  1,588,682 　8.1

合　　　計 19,588,569 100.0 19,403,980 100.0

（注）個人は勤務医に対する消費者ローン・住宅ローンです。

IRRBB：金利リスク

項番
⊿EVE

令和₁年₉月末 平成31年₃月末

1 上方パラレルシフト 2,442 2,419 

2 下方パラレルシフト 0 0 

3 スティープ化 2,210 2,358 

4 フラット化

5 短期金利上昇

6 短期金利低下

7 最大値 2,442 2,419 

8 自己資本の額 7,835 7,747 
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地域貢献活動について

　当組合の地域貢献活動についてご報告申し上げます。

₁．当組合の基本理念
　　協同組織の金融機関として、相互扶助の精神に基づき金融面を通して組合員の医業経営に関す
る事業の発展に役立つと共に、地域住民の医療および健康管理に貢献することを理念としており
ます。
　　融資、文化・社会貢献活動面から皆様のお役に立つよう努めてまいります。

₂．医業経営支援
　　①取組方針：お客様の経営課題などには経営実態を把握するなかでご相談に誠実に対応してま

いります。
　　②態勢整備：お客様に税理士や弁護士などの専門家から最善のアドバイスを提供できるよう担

当者を配置しています。
　　③取組状況：「中小企業金融円滑化法」は平成25年３月末で終了しましたが、貸付条件の変更

や円滑な資金供給などお客様からのご要望に引き続き取り組んでおります。

₃．融資を通した貢献
　　組合員のための組合であることを第一に融資を推進してまいります。
　　①　お申し出にはすぐに結論を出し、迅速な手続きに努めます
　　②　融資利率はできるだけ安くし、組合員への収益還元を考えます
　　③　健全経営に努め、組合員皆様の一層の信頼が得られるよう努めます
　

₄．組合融資の現状と融資制度の内容
　⑴　資金使途別融資金推移

　

　⑵　消費者ローン・住宅ローン融資金推移

　
　　　それぞれ利用しやすい内容としておりますので是非ご利用ください。

平成30年₉月末 令和元年₉月末
資金使途 利用者数 融資額 構成比 利用者数 融資額 構成比
設備資金
運転資金

16,250
 2,872

 84.9
 15.0

16,757
 2,831

 85.5
 14.4

合　計 449 19,122 100.0 453 19,588 100.0

平成30年₉月末 令和元年₉月末
融資額 構成比 融資額 構成比

消費者ローン
住 宅 ロ ー ン

　778
4,675

 14.2
 85.7

　777
4,966

 13.5
 86.4

合　　計 5,454 100.0 5,744 100.0

（先　百万円　％）

（百万円　％）
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